
専修人間科学論集 社会学篇 Vol.１３, No.２, pp.０１７～０３４,２０２３

バリ・ヒンドゥー村落の近隣集団
―タバナン県グヌンサリ慣習村の２つの部落（バンジャール）の事例―

永野由紀子

Pluralistic Collectivism of Neighborhood Organizations in Balinese Village : The

Case of two communities（Banjar）in Desa Adat Gunungsari, Jatiluwih, Bali

NAGANO, Yukiko

要旨：本稿の目的は、タバナン県ジャティルイ村にあるグヌンサリ慣習村を事例に、ポスト・スハルト期のバ
リ・ヒンドゥーの近隣集団の特質を明らかにすることである。バリ・ヒンドゥーにとって身近で重要な近隣集
団は、村（デサ）と部落（バンジャール）である。村と部落は、行政（ディナス）と慣習（アダット）の二元
性をもつ。本稿の考察から、ポスト・スハルト期の分権化のなかで、行政的要素と慣習的要素が混在し、多元
的集団構成が揺らいでいる状況が示された。さらに、生活の基盤が現金収入になり、村外メンバーが増えたこ
とで、バリ・ヒンドゥーの村落の生活は大きく変容している。世界遺産の登録がもたらす観光収入の増大は、
こうした傾向に拍車をかける。
こうした変化と同時に、本稿の事例からは、今日でもなお部落（バンジャール）が、親族関係が重層する凝
集力の強いバリ・ヒンドゥー固有の近隣集団であることが明らかにされた。バリ・ヒンドゥーの部落には、ダ
ディアや屋敷地共住集団という父系的な親族結合に加え、部落内婚が多いので、父方・母方双方の親族関係が
重層している。これらを包摂しつつ、部落は、葬送儀礼を中心に、通過儀礼と寺院の祭礼のための相互扶助を
おこなうバリ・ヒンドゥー固有の近隣集団として今日も機能している。
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はじめに

本稿では、タバナン県ジャティルイ行政村（以下、形

容詞がつかない村は、行政村を指す）にあるグヌンサリ

慣習村内の２つの慣習部落を事例に、ポスト・スハルト

期のバリ島の慣習村（デサ・アダット）１）と慣習部落

（バンジャール・アダット）に着目し、バリ・ヒン

ドゥー村落の近隣集団の特質を明らかにする。慣習村と

慣習部落（以下、形容詞がつかない部落は、慣習部落を

指す）のメンバーシップ、治安維持団（プチャラン）・

青年団、葬式組・父系的親族集団（ダディア）など慣習

村と部落内の集団について分析する。これらをとおし

て、バリ・ヒンドゥー村落の慣習村と部落（バンジャー

ル）の機能と両者の関連について考察する。

1．先行研究と本研究の位置づけ

バリ村落についてよく知られた代表的な研究者は、人

類学者のクリフォード・ギアツである。C・ギアツは、

バリ村落の固有性を、多元的集団構成（pluralistic collec-

tivism）と称した（Geertz, C１９６３:８５）。多元的集団構

成とは、機能ごとにいくつもの集団を重ねて構成する集

団形成のあり方を指す。ギアツは、このような集団構成

の原理をスカ（Seka）にもとめている（Geertz, C１９６３:

８３―６, Geertz, H and Geertz, C１９７５ :３０＝１９８９ : ３８―

３９）。スカとは、どのような種類のものであれ、組織さ

れた集団ないしは組合を一般的に表すバリ語で、「ひと

つになったもの」を意味する。それゆえ、バリ村落で

は、部落（バンジャール）も水利組合も各種の寺院の信

徒集団も青年団もアリサン（無尽講）も稲刈りグループ

も民俗音楽の合奏団や民俗舞踊団も、あらゆる種類のあ

らゆる集団をスカと称する。「あらゆる目的のためにそ

れぞれ独立した集団があり、しかもひとつの集団の目的

はただひとつである」（Geertz, H and Geertz, C１９７５:

３０＝１９８９:３８）。つまり、ひとつの集団が、複数の機能

や目的を兼ねることはない。ひとつのスカのなかでは、

それ以外のところでの地位が何であっても、成員は基本

的に平等な権利と義務をもつ。ほとんどの集団の意思決

定は、全員の合意による満場一致の原則で運営される。

このような合意形成のなかでつくられた各集団のルール
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が慣習法（アウィグ・アウィグ）である２）。それぞれの

スカはより大きな組織の一部ではなく独立して存在す

る。各スカは、他の社会的なつながりやその影響から自

由で、他の制度とかかわらない自律性をもつ（Geertz,

H and Geertz, C１９７５:４―８＝１９８９:５―１０）。

ダディア（dadia）というバリ・ヒンドゥー特有の親

族集団の存在をクローズアップしたのもギアツ＆ギアツ

である。ギアツ＆ギアツは、ダディアを「男系的で、内

婚が好まれ、何らかの理由で一人の共通の祖先の子孫で

あることを信じる人々からなる非常に団体的 corporate

性格の強い集団」（Geertz, H and Geertz, C１９７５:５＝

１９８９:６）と説明する。間苧谷は、「ある村にこの集団が

存在するか否か、重要な機能を果たしているか否かに

よって、村の構造、機能は大きな影響を受ける」（間苧

谷２０００:１５６）と述べている。

バリ村落の多元的集団構成のなかで、もっとも重要な

次元は慣習（アダット）と行政（ディナス）の二元性で

ある３）。それゆえ、村（デサ）も部落（バンジャール）

行政村と行政部落、慣習村と慣習部落という二元性をも

つ。水田稲作に関わる機能は、村（デサ）や部落（バン

ジャール）から切り離された水利組合（スバック）の管

轄である。バリ・ヒンドゥー村落の多元的集団構成のな

かで、慣習村と部落の機能は、①農業生産次元の機能

（水利組合スバック）から区別され、②地方行政機構の

末端としての行政次元の機能（ディナス）からも区別さ

れて、③慣習的・宗教的・文化的機能に特化している。

本稿は、ポスト・スハルト期のバリ・ヒンドゥー村落

の慣習村（デサ・アダット）と慣習部落（バンジャー

ル・アダット）に着目し、慣習村内の各種の集団や組

織、メンバーシップ、部落内のダディアの範囲や影響力

を分析する。これらをとおして、農業生産に関わる機能

から切り離され、行政次元の村や部落（行政区）の機能

からも区別された慣習村と慣習部落の今日的様相を明ら

かにし、バリ・ヒンドゥー村落の近隣集団の固有性を検

証する。

2．対象地域の概況と調査方法

本稿でとりあげるのは、ジャティルイ村にあるグヌン

サリ慣習村内のグヌンサリ・デサ部落とグヌンサリ・ウ

マカユ部落という２つの部落である。ジャティルイ村

は、バトゥカウ山の山麓に広がる棚田地帯である。標高

７００から１０００メートルに位置する。州都デンパサール市

の官庁街まで４７キロメートル、タバナン県役場まで２６キ

ロメートル、プヌブル郡役場まで１３キロメートルの距離

である。ジャティルイ村は、観光ルートからはずれてお

り、よく管理された棚田の景観が広がる農村である（永

野２０１２）。しかし、２０１２年にバリ・ヒンドゥーのスバッ

ク・システムがバリ州初の世界遺産に登録され、ジャ

ティルイ村の棚田がそのシンボルとして世界的にも注目

されるようになってから、観光客が激増し、短期間で大

きく変貌している（永野２０１６）。

ジャティルイ村の２０１７年５月時点の人口は２,８３４人、

夫婦組数は８８９である（表１）。ジャティルイ行政村内に

はグヌンサリ慣習村（人口１,１２８人、夫婦組数３３０）と

表１ ジャティルイ行政村の人口と世帯数
単位：組、人

部落（バンジャール） 夫婦組数 人口

グヌンサリ
慣習村

グヌンサリ・デサ（行政・慣習）
グヌンサリ・ウマカユ＊（行政・慣習）
南グヌンサリ＊（行政）

１４８
９７
８５

５１２
３３８
２７８

小計 ３行政部落（行政）・２慣習部落（慣習） ３３０ １,１２８

ジャティルイ
慣習村

東ジャティルイ（行政・慣習）
西ジャティルイ（行政・慣習）
クサンビ（行政・慣習）
北クサンバハン（行政・慣習）
南クサンバハン（行政・慣習）

１２７
１４７
９０
８７
１０８

４４３
３９４
２９３
２５９
３１７

小計 ５行政部落（行政）・５慣習部落（慣習） ５５９ １,７０６

合計 ８行政部落（行政）・７慣習部落（慣習） ８８９ ２,８３４

出典：ジャティルイ村役場の住民基本台帳（２０１７年５月）より作成。
＊グヌサリ・ウマカユ部落は慣習部落としてはひとつである。だが、行政部落としては、人口が多
いため、２０１０年５月にグヌンサリ・ウマカユ慣習部落の範囲を、グヌンサリ・ウマカユ行政部落と
南グヌンサリ行政部落に二分割された。
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ジャティルイ慣習村（人口１,７０６人、夫婦組数５５９）とい

う２つの慣習村がある。グヌンサリ慣習村には２つの慣

習部落があり、ジャティルイ慣習村には５つの慣習部落

がある。グヌンサリ慣習村の水田開発のほうがジャティ

ルイ慣習村より早く、歴史が長い。だが、人口と部落数

は、ジャティルイ慣習村のほうがグヌンサリ慣習村より

多い。このため、この２つの慣習村は、ジャティルイ行

政村のなかでマジョリティとマイノリティの関係にあ

り、予算の配分や利権をめぐって軋轢がある。本稿の考

察の対象は、グヌンサリ慣習村（人口１,１２８人、夫婦組

数３３０）のなかのグヌンサリ・デサ部落とグヌンサリ・

ウマカユ部落という２つの部落である。

本稿は、２００９年から２０１７年にかけて実施したグヌンサ

リ慣習村の慣習村長（この間３人交代）を中心に、慣習

的治安維持団長、慣習部落長、ジャティルイ行政村長

（２人交代）、婦人会長、青年団員等々を対象者に実施し

た半構造化インタビュー調査にもとづいている。

3．ジャティルイ村における慣習と行政の
二元性

表２は、慣習（アダット）と行政（ディナス）の二元

性のもとで、ジャティルイ村の村（デサ）と部落（バン

ジャール）が、それぞれどのような機能を担っているか

を示したものである。行政次元の村と部落の関係は、イ

ンドネシア政府の行政機構である中央政府→州→県→村

（デサ）→区（ドゥスン）という地方行政機構の末端の

行政村（デサ・ディノス）と行政区（行政部落）に位置

づけられる。つまり、行政村と行政部落は、官製組織に

おける上位下位、全体部分の関係にある。行政次元の部

落は、住民の人口登録（結婚・離婚、出生、死亡、転出

入）を受け付けて集計する行政村の補助的機能を果たし

ている。それ以外に、村議会（BPD）や婦人会（PKK）

や青年団や行政的治安維持団（ハンシップ）など官製組

織の役員やメンバーを推薦する選出母体になっている。

なお、このような行政次元の部落の機能は、インドネシ

アのドゥスン（行政区・行政集落）と一致する。バリ・

ヒンドゥーの村落では、行政村の下部組織としての機能

を、部落（バンジャール）の範囲が担っている。

バリ州の大多数を占めるバリ・ヒンドゥー固有の近隣

組織は、慣習村と慣習部落（バンジャール・アダット）

である。慣習村は、バリ・ヒンドゥーに共通する３つの

寺院（カヤンガン・ティガ）や埋葬地を共有し、寺院の

管理や祭礼をおこなう信徒集団である。慣習部落は、慣

習村の下部組織というよりも、埋葬儀礼や火葬儀礼の相

互扶助組織であり、２１０日を１年とするウク暦にもとづ

く３つの寺院の周年祭をはじめ、太陰暦（サカ暦）によ

るニュピ（静寂の日）やガルンガン・クニンガン（神々

や祖霊の降臨）といった祭礼の準備や運営のための共同

作業の実行単位である。行政村とは異なる慣習次元の組

織として、慣習村には慣習村長（ブンデサ）と秘書と会

計の三役がいる。３つの寺院に付く各寺院祭司（ジェロ

マンク）もいる。また、慣習的治安維持団（プチャラ

ン）や青年団などの組織がある。葬送儀礼の共同作業を

はじめ慣習村の３つの寺院の維持補修のための集金や祭

礼の準備や共同作業を実際に担うのは、部落である。そ

れゆえ、慣習村と慣習部落の関係は、行政村と行政部落

の関係のように、上位下位の関係とは言えない４）。

表２は、ジャティルイ村における慣習次元と行政次元

表２ ジャティルイ村における慣習（アダット）と行政（ディナス）の二元性
２０１７年７月時点

慣習（アダット）次元 行政（ディナス）次元

村（デサ）
次元

慣習村 行政村

慣習村長―秘書―会計
３つの寺院の維持・管理・祭礼
共同埋葬地
慣習的治安維持団（プチャラン）
青年組織
集会所

地方行政の末端機構
行政村長（１７歳以上の住民の直接選挙）
村議会（BPD）〔行政村長の妻＋慣習村長（各 1人×2）
＋部落代表（各１人×８行政部落＝計１１人）〕
行政的治安維持団（ハンシップ）
婦人会（PKK）（５人×８部落）
観光運営マネジメント組織
青年団

部落（バンジ
ャール）次元

慣習部落（バンジャール・アダット） 行政部落（バンジャール・ディナス）

葬送儀礼の相互扶助組織
慣習村寺院と集会所寺院の祭礼の準備作業
〔青年組織〕

人口登録（結婚・離婚・出生・死亡・転出入）
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の村と部落の組織や機能である。ジャティルイ村に固有

というより、大半はバリ・ヒンドゥーの村落に共通す

る。部落集会所（バレ・バンジャール）は、名前の通

り、各部落単位で所有し、利用することが多い。グヌン

サリ慣習村では、名称は部落集会所だが、２つの慣習部

落が共同利用する慣習村の共有物である。また、ジャ

ティルイ村に特有の組織としては、世界遺産登録後の

２０１４年に設置された観光運営マネジメント組織がある。

この組織は、ジャティルイ村の棚田が世界遺産のシンボ

ルとして注目されるようになり、観光客が激増するなか

で、入場料の管理や配分、駐車場や道路やトレッキン

グ・コースやトイレの整備、土地開発の管理など観光事

業の企画と運営を目的として設置された。この組織のメ

ンバーとして、行政村長や行政部落から選出された者以

外に、水利組合長（プカセ）と慣習村長がいることに留

意したい。村協議会（BPD）のメンバーにも慣習村長が

含まれている。ひとつの集団の目的はひとつとする多元

的集団構成から見ると、行政次元の集団の中に慣習村や

水利組合の役職者がいるのはおかしい。しかし、ポス

ト・スハルト期のバリ州の地方行政機構には、水利組合

や慣習村の代表者が関与している（永野２０１６）。

4．グヌンサリ慣習村の２つの慣習部落：
グヌンサリ・デサ部落とグヌンサリ・ウ
マカユ部落

４―１ 集落と慣習村の共有物
グヌンサリ慣習村は、ジャティルイ村の東側にあり、

村役場まで５キロ程度離れている。集落の山（北）側

に、村の寺院と中心の寺院、南側に冥界の寺院と埋葬地

がある（図１）。埋葬地の向かい側には、ジャティルイ

第二小学校がある。この小学校は、１９６８年に慣習村の通

学区はグヌンサリ慣習村の２つの慣習部落の児童であ

る。ジャティルイ村は小学校が３つある。だが、中学校

はひとつもない。このため、中学生になると隣村にある

スンガナン中学校にバイクで通学する。中学生以上の住

民はほぼ全員バイクを所有しており、ジャティルイ村で

の生活にバイクは不可欠である。

２つの部落は、村役場に続く主要道が集落を東西に横

断するが、屋敷地が南北に連なり、外観上はひとつのま

とまりをもった集落に見える。山（北）側にある１９の屋

敷地がグヌンサリ・デサ部落、南側にある９つの屋敷地

がグヌンサリ・ウマカユ部落である。集落を南北に縦断

する道路をはさんで西側と東側の屋敷地が向かい合うか

たちで並ぶ。

４―２ 屋敷地と山林（畑）に点在する宅地（ポンドック）
グヌンサリ・ウマカユ部落は、夫婦組数１８２、人口６１６

人（２０１７年５月時点）（表１）。グヌンサリ・デサ部落

は、夫婦組数１４８、人口５１２人である。人口や世帯数は、

グヌンサリ・ウマカユ部落のほうがグヌンサリ・デサ部

落より大きい。だが、集落の屋敷地は少ない。その理由

は、グヌンサリ・ウマカユ部落の半数以上のメンバー

（夫婦組数９７、人口３３８人）が、集落にある９つの屋敷地

から分出して、山林の畑を宅地にして居住しているから

である。グヌンサリ・ウマカユ部落の住民が所有する水

田は、標高７００メートルの場所にある集落よりも高い位

置（最高は標高１０００メートル）にある。農作業の便宜

上、集落の屋敷地から水田に行くより、山の畑地を新し

い宅地（新しい屋敷地）にして家屋を新築して居住する

メンバーが多い５）。バリ島の畑は、バナナやコーヒーや

ドリアン等の果樹や野菜栽培、建築材、家畜の飼料や燃

料や肥料、自家用野菜の供給地である。山林の畑の宅地

は、家屋や屋敷地が集住する集落ではなく、標高７００～

１０００メートルの山林に点在している。グヌンサリ・デサ

部落にも１９の屋敷地から分出した宅地が若干ある。畑の

宅地はポンドック（小屋）と呼ばれているが、集落より

も広い屋敷地に大きく立派な家屋が建てられている。

山麓に点在するポンドックの住民の大半は、グヌンサ

リ・ウマカユ部落の９つの屋敷地のいずれかに出自をも

つ。慣習上も行政上もひとつの部落（バンジャール）で

あったが、人口が大きいので、２０１０年５月にグヌンサ

リ・ウマカユ行政部落（山林の畑に点在する宅地）と南

グヌンサリ行政部落（集落の９つの屋敷地）の２つに分

けられた。この行政部落（バンジャール・ディナス）の

分割によって、慣習部落（バンジャール・アダット）と

してはひとつのグヌンサリ・ウマカユ部落のままである

が、行政部落としては２つになった。

このような行政区画の変更は、円滑に遂行され、慣習

部落の住民に抵抗なくうけいれられているように見え

る。というよりも住民にむしろ歓迎されているように見

えた。行政上の部落は、住民の代表を選出する単位であ

り、予算の配分比率に影響する。その意味では、グヌン

サリ慣習村内の行政部落の数が２から３に増えたこと

は、５つの行政部落から成るジャティルイ慣習村に対し

て、グヌンサリ慣習村の発言権や予算配分を増やすこと

につながる。もちろん、ジャティルイ慣習村とグヌンサ

リ慣習村の行政部落の数が、５対２から５対３に増えて

も、行政村のなかでのマジョリティとマイノリティの立

場が変わるわけではない。事実、調査期間中に、選挙が
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あり、行政村長が交代した。２００２年から２期務めた前任

者も、２０１３年に就任した新行政村長も、ジャティルイ行

政村の住民である。

ひとつの慣習部落が、規模に応じて２つの行政部落に

分割されることは、この時のジャティルイ村では、２つ

の慣習村間の対立を緩和し、人口や世帯数を反映した均

衡をもたらすうえで効果をもったといえよう。同時に、

行政機構としての部落の分割が、慣習上の部落の一体感

および宗教上・文化上の活動や行事の円滑な遂行にスト

レートに影響するものではないことも語っていよう。

5．親族集団（ダディア）・身分階層（カス
タ）・通婚圏

５―１ 親族集団と部落（バンジャール）
グヌンサリ慣習村を構成するグヌンサリ・ウマカユ慣

習部落とグヌンサリ・デサ慣習部落は、バリ・ヒン

ドゥーの身分階層（カスタ）と親族集団（ダディア）が

部落生活に占める比重が異なる。グヌンサリ慣習村の２

つの慣習部落は、このダディアの数と範囲、意味と影響

力が、それぞれ異なる。

グヌンサリ・ウマカユ部落の９の屋敷地の親族および

山林の宅地の親族は、全員ひとつのダディア・ブジャン

ガ（図１で Bと表記した屋敷地）のメンバーである。

称号集団ブジャンガは、オランダ植民地政府が身分階層

を固定化したので平民に分類された。だが、ブジャンガ

は、ジャワ・ヒンドゥーのマジャパイト王国がバリ島に

侵攻する１４世紀以前の王朝の貴族層に属する称号集団と

される６）。グヌンサリ・ウマカユ慣習部落のブジャンガ

の出自は、タバナン県マルガで、開墾のために移住して

きたとされる。グヌンサリ・ウマカユ部落にはブジャン

ガのダディア寺院がある。

グヌンサリ・デサ部落は、いろいろな出自をもつ移住

者の集合体である。１９の屋敷地のうち１２の屋敷地の住民

は、どの親族集団（ダディア）にも属していない。親族

集団は２つで、ダディア・マヌカンとダディア・タンカ

スである（図１で Mと Tと表記した屋敷地）。ダディ

ア・マヌカンは４つの屋敷地（９,１０,１３,１７）の出身者

で、起源の寺院と村の寺院の向かい側にある大きなダ

ディア寺院を共有する。ダディア・タンカスのメンバー

は、３つの屋敷地（１,４,１９）に出自をもつ。屋敷地（４）

が中心で、親族の起源の大きな屋敷寺院がある。山林の

宅地（ポンドック）とジャティルイ慣習村（クサンビ部

落）の屋敷地にもメンバーがいる７）。ダディア・マヌカ

ンは、慣習村の３つの寺院に伍する大きなダディア寺院

を集落の山側にもつことから、経済力のある有力な親族

集団であったことが分かる。１９７０年代には行政村長をだ

すほど政治力がある親族集団だった。だが、今は農地の

面積も小さく、有力な親族集団とはいえないと地元では

語られる。

なお、調査期間中に慣習村長は２人交代した。最初の

調査協力者である慣習村長は、グヌンサリ・デサ部落の

住民で、タンカス親族集団のメンバーである。２００７年に

就任し、任期は２０１２年である。任期途中の２０１０年に役を

降りることになった。その後、２０１０年から２０１６年まで、

グヌンサリ・ウマカユ部落のブジャンガ親族集団のメン

バーが慣習村長を務めている。２０１６年からは、グヌンサ

リ・デサ部落のタンカス親族集団のメンバーが就任して

いる。なお、２００７年に就任した慣習村長の前任者は、グ

ヌンサリ・ウマカユ部落のブジャンガ親族集団の一員で

ある。偶然かもしれないが、２つの慣習部落が交替で慣

習村長をだしているように見える。４人の慣習村長が、

ブジャンガ親族集団とタンカス親族集団のメンバーであ

ることから、親族集団（ダディア）と政治力は不可分

で、政治的な威信の背景には経済力が必要とされている

こともうかがえる。

５―２ 親族集団と身分階層（カスタ）
グヌンサリ・デサ部落の住民は、２つのダディアのメ

ンバーも含めて全住民が平民層である。グヌンサリ・ウ

マカユの住民は、全員称号集団ブジャンガの一員で、ブ

ラフマナ階層とされる。バリ・ヒンドゥーの身分階層

（カスタ）は、人口の１０％を占める貴族層（ブラフマ

ナ、サトリア、ウェシアの３つを上位階層として総称す

る身分階層）と９０％を占める平民層（スードラ）であ

る。バリ・ヒンドゥーの平民層は、被差別民や従属身分

ではない。大多数を占める平民で、あくまで社会的な役

割上の区別として語られる。誇りをもって自らを平民

（スードラ）と語る人も少なくない。上位階層の屋敷寺

院はムラジャン、平民層の屋敷寺院はサンガといい、上

位階層と平民層との間ではバリ語の言葉遣いやふるまい

が異なる。カスタを超える婚姻には規制があり、上位階

層の男性と平民層の女性の結婚は、上昇婚として許容さ

れるが、上位階層の女性が平民層の男性と結婚するのは

タブーである。

グヌンサリ慣習村では、２つの部落の屋敷寺院を、上

位階層と平民層の名称区分にしたがって、グヌンサリ・

ウマカユ部落の屋敷寺院をムラジャン、グヌンサリ・デ

サ部落の屋敷寺院をサンガと呼ぶ。慣習村の会計簿に記
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部落内婚（屋敷地③）部落内婚（屋敷地③）部落内婚（屋敷地③）部落内婚部落内婚部落内婚（屋敷地④）（屋敷地④）（屋敷地④）

部落内婚部落内婚部落内婚 屋敷地⑤）屋敷地⑤）屋敷地⑤）

部落内婚部落内婚部落内婚（ポンドック）（ポンドック）（ポンドック）

インタビュー対象者インタビュー対象者インタビュー対象者

婚出（シンガラジャ）　　婚出（シンガラジャ）　　婚出（シンガラジャ）　　

婚出（ギアニャール）婚出（ギアニャール）婚出（ギアニャール）

インタビュー対象者（1976 年生）

載されるメンバーの名前につける敬称も、グヌンサリ・

デサ部落のメンバーはパッ（Pa）をつけ、グヌンサ

リ・ウマカユ部落のメンバーは指導者を意味するグル

（Guru）という敬称で区別される。言葉遣いやふるまい

も異なり、グヌンサリ・ウマカユ部落の住民に対してグ

ヌンサリ・デサ部落の住民は、上位階層に対する丁寧な

言葉遣いやふるまいがなされている。

グヌンサリ・ウマカユ部落の住民が、全員、バリ・ヒ

ンドゥーの上位階層とする住民の説明をすぐに受け入れ

たわけではない。上位階層だったが政変や移住の際に身

分を偽って平民として村で生活しているという類の日本

の落人伝説にも似たダディアの出自についての説明を耳

にしがちだからである。グヌンサリ・デサ部落のダディ

ア・マヌカンも、移住前はウェシア階層だったが、王朝

時代の戦争に負けたので村で平民として生活するように

なったと出自を語る。バリ・ヒンドゥーのブラフマナ階

層にはイダという称号がつく。グヌンサリ・ウマカユ部

落のブジャンガには、イダという称号がない。

バリのブラフマナ階層の象徴ともいえるイダという称

号がないことは、ブジャンガが、オランダ植民地政府が

固定したマジャパイト王国時代の貴族層ではなかったこ

とで理解できる。バリ・ヒンドゥーの親族集団（ダディ

ア）や身分階層（カスタ）が分かりにくいのは、称号集

団ブジャンガが、どの地域社会でもつねに上位階層とし

て扱われるわけではないことである。称号集団ブジャン

ガは、バリ島の各地にいる。ダディアが形成されている

場合でも、その範囲や影響力は多様である。身分階層が

問われるのは出身村のバリ語の世界なので、村外での生

活が広がった今日、日常的には大きな問題にならない。

問題がでてくるのは、結婚の場面である。

５―３ 部落と通婚圏
２つの部落は、どちらも結婚に際して夫方の屋敷地に

居住することが基本である。農地や屋敷地は男子分割相

続が原則なので、屋敷地には父方親族が共住している

（永野２０２２）。ただし、タバナン県は、息子がいない場

合、娘に婿をもらう慣行がある。このため、屋敷地に共

住するのは父方親族とは限らない。２つの慣習部落は、

このような居住や相続の慣行において共通である。

バリ・ヒンドゥーの結婚は、進学や就職で村を離れる

ことが多くなった今でも、慣習部落内の結婚が多い８）。

グヌンサリ慣習村にある２つの慣習部落もまた、部落内

の婚姻が多い。図２は、グヌンサリ・ウマカユ部落の屋

敷地⑧（図１）に居住する親族である。インタビュー対

象者（１９７６年生、２０１３年８月のインタビュー当時３７才）

は、タバナン県の非常勤職員で、ジャティルイ村の入り

口で観光客から入場料を徴収する仕事をし、屋敷地の前

の道路に面した雑貨屋を母と２人で経営している。屋敷

地には、本人家族（本人、母、本人の子供２人の４人）

が居住する家屋も含めて家屋が４棟ある。本人の父は、

６人キョウダイ（長姉、長兄、次姉、父、弟、妹）の第

４子で男子３人の２番目（次男）である。１棟の家屋に

は、本人の伯父（長兄）とイトコ（父の長兄の次男）の

家族計５人が居住している。もう１棟には、もうひとり

のイトコ（父の長兄の長男）家族４人。もう１棟には、

本人の義叔母（父の弟の妻で寡婦）１人が居住する。

伯母（父の長姉）の婚出先は、グヌンサリ・ウマカユ

部落の山林の宅地（ポンドック）である。もうひとりの

伯母（父の次姉）は、グヌンサリ・ウマカユ部落の集落

の屋敷地④（屋敷地⑧の斜め向かい）である。叔母（父

の妹）も、グヌンサリ・ウマカユ部落の集落の屋敷地③

図２ グヌンサリ・ウマカユ部落の屋敷地⑧（ダディア・ブジャンガ、２０１３年８月時点）
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部落外婚（スラウェシ）
部落内婚

屋敷地（1） 部落内婚

隣の屋敷地

ジャティルイ慣習村

◎インタビュー対象者（1968 年生）

（屋敷地⑧の向かい）に嫁いでいる。父の姉妹３人全員

が部落内婚である。６０年代７０年代までは、部落内婚が多

かったが、８０年代になると都市の学校への進学や就職の

ため村外での出会いの機会が増える。本人の世代に目を

向けると、本人の姉は、結婚してシンガラジャに住んで

いる。イトコ（本人の父の長兄の長女）も、結婚してギ

アニャール県に住んでいる。もうひとりのイトコは、同

じ部落の屋敷地⑤に嫁いでいる。

グヌンサリ・ウマカユ部落の女性の婚出先に部落内が

多いのは、部落内婚や親族集団（ダディア）内の婚姻が

好まれるというバリ・ヒンドゥーの一般的な傾向に加

え、身分階層（カスタ）とも関わる。結婚をめぐるしき

たりで、男性が自分より低い階層の女性と結婚すること

はできるが、女性が自分より低い階層の男性と結婚する

ことはタブーである。このしきたりを無視して身分違い

の結婚した場合、自分の階層が下がるだけでなく、生家

とのつながりも絶たれることになる。このルールは、上

の階層の女性ほど、結婚相手を選択する幅が狭まること

を意味する（中谷２０１４）。

部落内婚が多いのは、グヌンサリ・ウマカユ部落だけ

ではない。図３は、グヌンサリ・デサ部落の屋敷地

（１３）に居住するダディア・マヌカンの家族である。イ

ンタビュー対象者（１９６８年生の女性）は、夫婦で農業を

している。娘５人の末娘。３人の姉が婚出したので、自

分が婿をもらうしかなかった。夫はギアニャール県の出

身。ウダヤナ大学の学生時代に知り合って結婚した。長

姉は結婚してスラウェシ在住。次姉は死亡。三姉（１９５９

年生）は、グヌンサリ・デサ部落の屋敷地（１）の男性

と結婚。フローレンスやデンパサールで電話局の仕事を

していたが、早期退職して地元に戻り農業をしている。

四姉は、グヌンサリ・デサ部落の隣の屋敷地の男性と結

婚し、農業している。姉２人の嫁ぎ先は部落内ではある

が、ダディア・マヌカンの屋敷地ではない。

このインタビュー対象者のように、タバナン県では、

男子がいない場合、娘に婿をもらう慣行が広がってい

る。このため、バリの学校や職場では、タバナン県出身

の女性と交際すると婿になる覚悟が必要といわれ、敬遠

されがちである。バリの結婚で重視されているのは恋愛

である。それゆえ離村の機会が増えたことで、どちらの

慣習部落も、村外の就労先や学校での出会いをきっかけ

に結婚するケースが増えている。にもかかわらず、今日

でもなお、グヌンサリ・ウマカユ慣習部落もグヌンサ

リ・デサ部落も、部落内の結婚が多い。離村していて

も、寺院の祭礼や通過儀礼のための帰省が、未婚の男女

の出会いの場になっている。

部落内婚に次いで多いのは、実家との行き来がしやす

く、慣習が似ている近隣の部落や慣習村内の結婚であ

る。それゆえ慣習部落内の結婚に次いで、慣習村内の結

婚が多くなる。グヌンサリ・デサ部落の住民と隣のジャ

ティルイ慣習村内の部落の住民との結婚はある。屋敷地

（１）に嫁いだ三姉夫婦の娘も、隣のジャティルイ慣習村

の男性と結婚している（図３）。だが、グヌンサリ慣習

村内の２つの部落間の結婚の話は聞かない。また、親族

集団（ダディア）内の結婚が好まれるとされているが、

グヌンサリ・デサ部落のダディア・マヌカンやタンカス

のような範囲が小さい親族集団の場合、そのような傾向

はなかった。

6．慣習村と部落（バンジャール）の成員
資格

６―１ 成員資格と既婚夫婦の役割
グヌンサリ・デサ部落とグヌンサリ・ウマカユ部落の

図３ グヌンサリ・デサ部落の屋敷地⑬の結婚（ダディア・マヌカン、２０１２年８月時点）
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成員資格は、一組の既婚夫婦である。慣習村も部落と同

様、一組の夫婦を構成単位とする。慣習村の構成単位

は、個人ではなく部落（バンジャール）であるという見

解がある（吉田編１９９２:６４―６５）。慣習村がメンバーを

直接承認するわけではなく、部落がメンバーとして認め

た一組の夫婦が慣習村のメンバーになり、実質的な活動

の采配は各部落に任されるという意味では、慣習村の構

成単位は、部落といえよう。部落の屋敷地を出自とする

未婚男性が結婚することで慣習部落の正式なメンバーに

なる。このような成員資格は、バリ・ヒンドゥーに共通

である。バリ・ヒンドゥーの村落では、ヒンドゥー寺院

の祭礼や各種の通過儀礼に際して、既婚男性の役割と既

婚女性の役割が明確に定められている。既婚男性の役割

は、会場設営や飾り物や竹籠づくりや儀礼食づくりであ

る。日常の食事の調理は女性が担当するが、大きな儀礼

の際に供される豚の丸焼き（バビグリン）や焼き鳥など

は、男性が屠殺して調理し、共食に供される。

女性の役割は供物をつくることである。亜熱帯の色鮮

やかな果樹を芸術的に盛りつけた供物を頭上に掲げて、

正装に身を包んで寺院に運ぶバリの女性の姿は良く知ら

れている。供物づくりに使う材料の米やお菓子の材料や

調理法は、祭礼や儀礼の種類によって細かく定められて

いる。寺院の祭礼の際の供物づくりのルールは、寺院祭

司（ジェロマンク）の指導をうけてつくられる。大きな

儀礼の際には、バナナやココナッツの葉の容器づくりに

はじまり、容器につめるさまざまな供物の調達や調理の

ため、かなり前から準備作業を始める。屋敷地内の集会

所には、日常の供物の準備はもとより祭礼や儀礼の供物

の準備をする女性たちの姿をよく見かける。夫婦一組

で、既婚男性と既婚女性がそれぞれの役割を果たすこと

ではじめて一人前の慣習部落の構成員とみなされる９）。

慣習村に寺院が３つあることや２１０日を一年とするウ

ク暦のために、既婚夫婦の共同作業の負担は大きい。労

力だけでなく、寺院の補修や改修、祭礼や儀礼のたびに

徴収される寄付金も、１回は少額でも回数が多いだけに

負担である。未婚者は、夫婦一組で遂行する義務を担う

ことができないので、年齢や性別にかかわりなく、正式

のメンバーになれない。未婚者は、両親が健在であれば

両親の夫婦家族の一員とみなされる。両親がリタイアす

ると、兄弟夫婦家族の一員になる。兄弟がリタイアした

ときは、兄弟の息子（甥）夫婦家族の一員になる。

リタイアの時期は、地域や慣習部落によって異なる。

引退の年齢が定められている地域もあれば、末子が結婚

した時点とする地域、配偶者の一方が死亡して寡婦・寡

夫となり、夫婦一組の義務が果たせなくなった時点とす

る地域もある。グヌンサリ慣習村の２つの慣習部落で

は、息子の一人が結婚した時点で、両親ともに健在でも

引退し、未婚の子弟とともに息子夫婦家族の一員とみな

される。最初に結婚するのは長男が多いが、年序にかか

わりなく最初に結婚した息子夫婦家族の一員となり、息

子は結婚した順に全員慣習部落のメンバーになる。

６―２ 活動的メンバーと非活動的メンバー
近年は、進学や就職で離村し、村外で結婚する出身者

も多い。しかし、居住地がバリ島内である限り、大きな

儀礼や祭礼の際は頻繁に帰省する。結婚して就労先の町

に持ち家を購入し、町の慣習部落で行政上の住民登録す

る場合はであっても、出身地の慣習部落や慣習村のメン

バーであり続けるバリ人が大半である。このため、グヌ

ンサリ慣習村では、構成員を①活動的メンバー（Pen-

gayah Tetap）と②非活動的メンバー（Karyawan〔会社

員〕）の２種に区別している。

①活動的メンバーは、固定して変わらずに「ンガヤ

ngayahn」する人を意味する。ンガヤとは、神々や祖霊

や自然など上位者への奉仕活動を意味するバリ語であ

る。つまり、日常的かつ積極的にンガヤできる村内居住

のメンバーを指す。具体的には寺院の祭礼や儀礼の準備

や施行のための共同作業に参加することである。このた

め、インドネシア語のゴトンロヨン（相互扶助）と言い

換えられることもある。だが、ゴトンロヨンとンガヤは

ニュアンスが違う。②非活動的メンバーは、会社員と表

記される。村内在住でも会社員や公務員は自由に活動に

参加できないので、この名で非活動的メンバーを表すよ

うになった。今は、町や都市で働く村外メンバーを指す

言葉として使われている。名簿では、村外に居住する出

身者だけでなく、免除職に就く役職者もこのカテゴリー

に分類されて記載されていた。

②非活動的メンバーとして、②―１村外在住の出身者

だけでなく、②―２免除職に就く役職者も一緒に分類さ

れていたのは、共同作業の出欠を確認するための名簿だ

からである。免除職として、寺院祭司（ジェロマン

ク）、慣習村三役、連絡係、治安維持団員（慣習・行政

の兼任）、寡婦・寡夫、婦人会役員 PKK（行政）、村議

会 BPD議員（行政）が記載されていた。②―１は、共同

作業に日常的に参加できないが、頻繁に帰省して、勤め

先の居住地と地元の慣習部落を行き来する。共同作業に

参加できない代わりに寄付金（ペナルティ料金）を支払

うことでメンバーシップを保持し続ける。②―２は、免
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除職なので、②―１村外メンバーのように寄付金を支払

うことはない。ここでは、免除職として、慣習（アダッ

ト）次元の役職だけでなく、部落単位で選出される村協

議会や婦人会のような行政（ディナス）次元の役職者が

含まれていることに留意したい。今日の部落（バン

ジャール）では、慣習次元の活動と行政次元の活動が厳

密に区別されているわけではない。

免除職以外の非活動的メンバーが支払う寄付金（決め

られた額）をペナルティ料金と呼ぶことを躊躇する役職

者もいる。①活動的メンバーであれ、②非活動的メン

バーであれ、同じメンバーとして一緒に活動することが

大事とされる。①活動的メンバーは、共同作業（ゴトン

ロヨン）を日常的に担う積極的に活動できるメンバーで

ある。②非活動的メンバーは、共同作業に参加できない

ときは１日５千ルピア支払い、ガルンガンの時は寄付金

２５万ルピア支払う。起源の寺院は、２１０日を１年とする

周年祭（オダラン）を行う。３回に１回のサイクルで大

きな周年祭がまわってくる。太陽暦にすると１.５年サイ

クルでまわってくる大きな周年祭や火葬儀礼の時は、村

外メンバーも帰省する。このとき寄付金や出不足金をま

とめて支払う。息子夫婦が村外に居住し両親が村内に

残っている場合は、親夫婦が息子夫婦に代わって①活動

的メンバーとして共同作業する。高齢で作業を負担と感

じれば②非活動的メンバーを選ぶことができる。

６―３ 事例１ : 活動的メンバー
事例１は、グヌンサリ・デサ部落の屋敷地（１９）（図

１）に居住する活動的メンバーである（２０１７年８月のイ

ンタビュー）。

◇家族：本人（１９７１年生、高卒、農業と大工〔彫刻の兼

業〕）、妻（１９７４年生、シンガラジャ出身）、子供３人

（長女１９９４年生、次女２０００年生〔２０１７年没〕、三女２００５年

生）の５人家族。

◇屋敷地：この屋敷地（１９）は、屋敷地（４）を出自と

するダディア・タンカスのメンバー。屋敷地（１３アー

ル）には家屋が１４と集会所が２つあり、父方親族が居住

している。本人家族は２つの家屋を所有する。ひとつの

家屋は本人家族が居住する。もうひとつの家屋は、未婚

の長姉が日常的に起居し、バンリとギアニャールに住む

長兄と次兄２人の夫婦家族が儀礼や祭礼で帰省したとき

に泊まる。

◇両親とキョウダイ：父は２００１年死亡。母は２００８年死

亡。両親には子供が６人いる。本人は兄弟姉妹６人キョ

ウダイの６番目の末子（男３人の三男）。第１子（１９５２

年生の長女＝本人の長姉）は未婚で、同じ屋敷地のもう

ひとつの家屋に住み、農業手伝いをしている。第２子

（１９６０年生の次女＝本人の次姉）は、ジャティルイ慣習

村の男性と結婚して農業している。第３子（１９６１年生の

長男＝本人の長兄）は、結婚してバンリの農業局に勤め

る公務員。第４子（１９６５年生の次男＝本人の次兄）はギ

アニャールに住む大工。第５子（１９６８年生の三女＝本人

に近い末姉）は、未婚でデンパサール市に住んで仕立て

をしている。

◇行政部落と慣習部落：行政部落（ジャティルイ行政

村）に登録している世帯は、本人夫婦と娘２人と未婚の

長姉１人の１夫婦家族（KK）５人である。慣習部落

（慣習村）のメンバーは、長兄夫婦家族と次兄夫婦家族

と本人夫婦家族の３家族（KK）である。

◇生活史：本人は、高校卒業後に、ギアニャールで彫刻

家の修業をしながら働いた。シンガラジャのルピナ・

ビーチで観光業の会社に勤めてガイドをしたこともあ

る。２人の兄が村外のバンリ県とギアニャール県にそれ

ぞれ持ち家を建てたので、１９９４年の本人の結婚をきっか

けに地元に戻り、農業するようになった。本人は子供の

ころから親と一緒に農業をしていた。妻はシンガラジャ

出身。ギアニャールで出稼ぎしていたときに本人と出会

い結婚。妻の実家は非農家。

この事例のように、グヌンサリ慣習村では、息子（子

供）のなかの誰か一人は、地元に戻ることが多い。この

事例では、２人の兄が、先に結婚して、村外で安定した

生活基盤を築いていたので、３人の男子のなかの末男子

が、結婚をきっかけに地元に戻っている。帰村の理由に

ついて、本人の妻は、「夫が地元に戻ったのは、兄弟の

なかでだれもアダットの活動する人がいないのは問題と

考えたから。大きなダディアがあり、夫は積極的に参加

している」と語る。帰村の第一の理由が、親と同居する

ためでも、農業を継ぐためでもなく、「アダットの活動」

のためと考えられていることにバリ・ヒンドゥー村落の

特徴を見いだせよう。「アダット（慣習）の活動」に

は、慣習村の寺院の祭礼や部落の通過儀礼に活動的メン

バーとして積極的に参加するだけでなく、出自に関わる

ダディアや屋敷寺院の活動も含まれている。兄２人が地

元を離れて村外で生活している以上、地元に戻り、日常

的にアダットの活動に関わるのは末の弟しかいない。そ

れゆえ、末男子である本人が、屋敷地に戻り、両親や未

婚の姉の近くに住んで、農業している。そのきっかけ

が、結婚であることにも目を向けたい。両親に代わっ

て、慣習村や部落のアダットの活動をするには、結婚し
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て、夫婦一組で、慣習村と部落と正式なメンバーになる

必要がある。水利組合（スバック）の正式なメンバーの

条件も、スバック寺院の祭礼や農事関連の儀礼とのかか

わりで、既婚男子と既婚女子が夫婦一組で役割を遂行す

ることが必要である。アダットの活動が何よりも重視さ

れており、老親との同居や農業の継承は、それに付随し

ている。

シンガラジャの非農家出身の妻は、「農業はゼロから

のスタートで、義母が丁寧に教えてくれた」。「儀式の準

備も勉強中。同じヒンドゥーでも、シンガラジャとこち

らでは全然違う」。妻の語りからは、農業だけでなく、

女性の役割である儀礼のための供物の準備も、村外出身

の妻が、時間をかけて見習い覚えようとしている様子が

うかがえる。義母（夫の母）は、義父のハトコで、畑の

仕事のために山林の宅地（ポンドック）で育ったとのこ

とである。部落内やダディア内の結婚が多いひとつの理

由は、供物の準備に代表される儀礼や祭礼の準備が、地

域によって多様で、煩雑であることと無関係ではあるま

い。子供のころに母の手伝いをしながら見習い覚える供

物の準備を、村外出身の妻は、結婚後に義母から時間を

かけて習うことになる。村外出身の女性が増えてきた今

日、既婚女性の役割である儀礼の準備や供物づくりにつ

いて質問すると、結婚して２０年近く経っていても、「妻

はまだ勉強中で今は母が担当している」という回答がか

えってくる。

６―４ 事例２ : 引退したメンバー
グヌンサリ・ウマカユ部落の屋敷地①（図１）に居住

する家族の事例である１０）（２０１７年８月のインタビュー）。

◇家族：本人（１９６２年生、ジャティルイ第２小学校の教

員）と妻（１９６５年生タバナン県タバナン郡ブブ村出身）

子供は男子２人で、長男（１９８５年生）と次男（１９９６年

生）である。長男は、２００４年に南スマトラ在住の父方の

ハトコ（本人の父の長兄の息子の娘）と結婚して、南ス

マトラのハトコの実家で農業している。次男は、２０１６年

に学生結婚し、デンパサールに住んでいる。次男の妻は

タバナン県プヌブル郡ワンガヤ村出身。

次男の結婚にともない次男夫婦がアダットの正式なメ

ンバーとなり、本人夫婦は引退している。だが、次男夫

婦は学生でデンパサール市に住んでいるため、日常的な

アダットの活動は、次男に代わって本人が、次男の妻に

代わって本人の妻がそのまま遂行している。女性の作業

のときは、次男の妻の名前で本人の妻が出席の記帳をす

る。進学や就職で離村が増えた今日、親が健在であれ

ば、子ども夫婦に代わって親夫婦がメンバーとしての義

務を代行する。それゆえ、子ども夫婦が、地元に戻りア

ダットの活動に日常的に参加しなくても非活動的メン

バーとしての寄付金を収める必要はない。

長男は、結婚してスマトラの慣習村と部落のメンバー

になっているので、グヌンサリ・ウマカユ部落の正式な

メンバーではない。なお、スマトラやスラウェシやジャ

ワなど島外に定住するようになると、遺体をバリ島まで

運んで葬送儀礼ができるわけではない。このため、バ

リ・ヒンドゥーは移住先にヒンドゥー寺院を建立し、部

落（バンジャール）に似たコミュニティを形成して、葬

送儀礼を実施する１１）。移住先の部落のメンバーになると

出身地の部落と慣習村を退会する。だが、出身地の屋敷

寺院の大きな儀式のときは帰省する。

長男の結婚相手の父は、本人のイトコ（父の兄弟〔長

男〕の息子）である。子どもは娘２人で息子がいないた

め、儀式でバリの屋敷地に帰った際に婿を探していた。

長男を気に入り、スマトラに来ないかと誘った。最初長

男は乗り気でなかった。だが、スマトラに遊びに行くう

ちに、広大な畑とりっぱな家屋が気に入り、イトコの娘

と結婚した。長男は婿にいったのか、嫁をもらったのか

という質問に、どちらともいえないと回答された。妻方

の屋敷地に居住し、妻方の部落のメンバーになったとい

う意味では、婿と同じである。だが、長男にとっても長

男の妻にとっても、グヌンサリ・ウマカユ慣習部落の出

自の屋敷寺院とのかかわりがなくなるわけではない。移

住先で葬送儀礼をおこなっても、儀礼の最終段階は、出

自の屋敷寺院でおこなう。その意味では、屋敷寺院のあ

る屋敷地が長男夫婦の出自であり続ける。

なお、息子の結婚にともなう親夫婦の引退と正式なメ

ンバーの資格の交代については、父から息子に慣習村長

の役職を継承した事例もある。グヌンサリ・ウマカユ部

落の山林の宅地に住む住民（１９５２年生）は、１９７７年に２５

歳で結婚した。当時、グヌンサリ慣習村長だった父は、

息子の結婚によって引退し、父に代わり息子が２年間慣

習村長を務めた。今日ではこのようなケースは考えにく

いが、当時は勉強させてもらうつもりで就任したと語る

（２０１５年８月のインタビュー）。

６―５ 事例３ : 村外メンバー
今日では、村外に生活拠点をおくメンバーが増えて、

屋敷地の家屋に日常的に起居するのは、農業や大工、役

場職員や学校教員を職業とする住民だけである。それ以

外は、高齢者だけの世帯や空家屋も増えた。だが、親が
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出身の部落の屋敷地にいない場合でも、バリ人は、祭礼

や儀礼のたびに頻繁に帰省する。

事例３は、屋敷地①（図１）に家屋をもつ家族であ

る。この家屋は、林業局の公務員の所有である。本人は

死亡したが、子供が５人（女子３人と男子２人）おり、

第４子の長男（１９７６年生、ボゴール農科大学卒）は、タ

バナン県の農業局に勤務する公務員である。結婚して母

と妻と子供２人と一緒にタバナン県クディリ郡に住んで

いる。第５子の次男（１９７８年生）はグラライ空港勤務

で、結婚して妻と子供２人と一緒にデンパサールに住ん

でいる。

長男も次男も、勤務地の町に持ち家があり、持ち家の

ある居住地で行政上の住民登録をしている。親が屋敷地

にいるわけではないので、平日はこの家屋には誰もいな

い。だが、どちらも慣習村と部落のメンバーであり、儀

礼の際には帰省するし、週末は兄弟のどちらかが屋敷地

の家屋にいる（２０１３年９月時点）。

グヌンサリ慣習村の屋敷地の中には、長く人が住まな

いことで空き家に近い状態の家屋もみられる。事例３

は、タバナン県とデンパサール市というジャティルイ村

からアクセスしやすい島内に住んでいるため頻繁な帰省

ができる。

7．慣習部落と葬送儀礼（埋葬儀礼と火葬
儀礼）

７―１ 葬送儀礼の相互扶助組織
地元を離れても部落（バンジャール）のメンバーを続

けるのは、バリ・ヒンドゥーの通過儀礼のためである。

バリ・ヒンドゥーの人生でもっとも重要な通過儀礼は、

葬送儀礼、とりわけ火葬儀礼である１２）。火葬儀礼は、埋

葬儀礼より儀礼の期間も長く、盛大である。それだけ

に、準備のための労力や経済的負担が大きい。葬送儀礼

を遂行し、費用の経済的負担をする義務があるのは息子

（子供）たちである。財産相続と同様に男子は、親の葬

送儀礼の金銭的負担を均等にもつ。埋葬儀礼は、死亡後

すぐにおこなうが、火葬儀礼は埋葬儀礼から数年後にお

こなうことが多い。この間、息子たちは火葬儀礼の費用

を調達する。

埋葬儀礼と火葬儀礼を同時におこなうのは、慣習村の

３つの寺院の寺院祭司の儀礼である。寺院祭司の葬送儀

礼は、慣習村が主催し、慣習村が費用を負担する。一般

の住民は、死者の家族が主催者で、慣習村の共同の埋葬

地にいったん埋葬し、埋葬儀礼から数年を経て火葬儀礼

をおこなう。富裕層は、火葬儀礼の費用の調達に苦労し

ないので、葬送儀礼と火葬儀礼を同時におこなう。富裕

であるほど、埋葬儀礼から火葬儀礼の期間は短くなり、

逆に貧困層は長くなる。父親が病気がちで水田を売却す

るほど困窮していたグヌンサリ・デサ部落のダディア・

マヌカンの家族は、当時の貧困の例として、祖母の火葬

儀礼を１５年間だせなかったことをあげている。貧困層

は、寺院祭司やダディアのメンバーの火葬儀礼と一緒に

合同火葬儀礼をおこない、ブラフマナ祭司に支払う費用

や供物の費用を軽減する。

葬送儀礼のなかでも火葬儀礼は特に盛大なので、儀礼

の遂行に必要な労力は親族の協力だけでは足りない。バ

ンジャールは、埋葬儀礼や火葬儀礼の準備を共同ないし

は輪番でおこない、葬送儀礼のための労力を提供する。

部落（バンジャール）は葬送儀礼の相互扶助組織であ

る。

７―２ グヌンサリ・デサ部落の葬式組
まず、グヌンサリ・デサ部落の慣習部落長（バン

ジャール・アダット長）〔１９６２年生、養鶏場勤務の農民〕

を対象に２００９年９月と２０１４年８月におこなった葬送儀礼

と葬式組についての半構造化インタビューの結果をまと

める。

慣習部落長（バンジャール・アダット長）に就任した

のは２００９年３月。任期は３年。前任者の任期が終わった

ので本人が推薦された。アダット長に就任して６ヵ月

（２００９年９月末時点）で１０人亡くなった。うち直接火葬

儀礼をおこなったのは１人である。

埋葬儀礼は早くて１日、長くても３日ですむ。火葬儀

礼は１週間ほどかかる。かつては埋葬儀礼の後に７年間

かけて費用を準備し、火葬儀礼をやっていた。準備期間

も１ヵ月ほどかけていた。寺院祭司以外に直接火葬儀礼

をおこなう人は少なく、経済力があることのシンボルで

ある。最近は、出稼ぎが増えたので２つの儀礼を１回１

週間でまとめてすませるほうが楽という考えから、ロー

ンを借りて直接火葬儀礼をやる人が増え、埋葬儀礼から

火葬儀礼までの期間が短くなった。とはいえ、今でも直

接火葬儀礼をやる人より、埋葬儀礼の１年後に火葬儀礼

をやる人が多い。寺院祭司（ジェロマンク）は必ず埋葬

儀礼と火葬儀礼を同時におこなうと決められている。葬

送儀礼の費用も責任も、家族や部落ではなく、慣習村が

負う。

火葬儀礼は供物やおもてなしの費用として５,０００万ル

ピア（日本円で５０万円程度）かかる。供物の数が違うの

で、供物の費用だけでも、埋葬儀礼は２００万ルピア、火
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葬儀礼は３,０００万ルピア必要である。部落の会費は葬送

儀礼のための寄付金だけである。埋葬儀礼も火葬儀礼

も、①活動的メンバーは５,０００ルピア②非活動的メン

バーは１万ルピアと寄付金の額を区別しており、非活動

的メンバーの寄付金は活動的メンバーの２倍である。寄

付金を３回連続して払わない時は、部落で埋葬儀礼や火

葬儀礼の手伝いをしないという慣習法もある。今までそ

ういう例はない。遠方に居住して働いている人は寄付金

を支払うだけだが、タバナン県内やデンパサール市であ

れば３日間程度は帰村し、準備作業や儀礼に参加する。

埋葬儀礼のための部落の共同作業は、墓堀、お棺づく

り、遺体を清める準備、埋葬後の片づけなどである。家

族は家屋から埋葬場までお棺を運び、来訪者を接待す

る。火葬儀礼のための共同作業は、火葬用の箱や供物を

提供し、埋葬場から遺体を家屋に連れてくる。直接火葬

儀礼をする時は遺体を燃やすが、埋葬儀礼（土葬）から

時間を経て火葬儀礼をする時は、埋葬された場所の土を

とってきてシンボルとして紙の人形を燃やす。以前は土

葬された遺体を掘り出していたが、衛生面から問題があ

ると県に指導されて変わった。

グヌンサリ・デサ部落は、１９の屋敷地を地理的位置に

応じて４つの組（ルグ Regu）に分けている（表３）。山

林の畑の新宅地（ポンドック）も、出自の集落の屋敷地

と同じ組である。１組（北東）は屋敷地（１）から

（５）、２組（南東）は屋敷地（１１）から（１４）、３組（北

西）は屋敷地（６）から（１０）、４組（南西）は屋敷地

（１５）から（１９）の出自のメンバーである（図１）。

各組には、組長（Ketua Regu 連絡係）と秘書と会

計がいる。慣習部落の総会はないが、必要に応じて各ル

グの３役（ルグ長・秘書・会計３人×４組＝計１２名）と

慣習部落の３役（アダット長と秘書（情報の記録係）と

会計の３名）の計１５名が臨時で集まって相談する。組長

（ルグ長）は各組の話し合いで決める。輪番だが、年齢

や屋敷地ごとに順番が決まっているわけではない。一度

もルグ長を経験していない人が名前をあげられると断れ

ない。ルグ長の仕事はあらゆる情報をルグのメンバーに

伝達すること。寄付金があるときは、ルグの会計が集金

してアダットの会計にもっていく。

各組のなかに１５人のグループ（クロンポック Kelom-

pok）が３グループ（メンバーは固定）程度ある。葬送

儀礼をおこなう死者の家族を除く各組が交替で共同作業

（ゴトンロヨン）をする。１週間儀礼があるときは、７

グループが作業する。１日６０人必要な時は４グループが

作業する。共同作業する人の食事代や儀礼に必要な費用

は、死者の家族が負担する。料理は各グループが当番で

準備する。

埋葬儀礼も火葬儀礼も死者の所属する組（ルグ）が準

備する。死者の家族は作業を免除される。また、死者の

親族は、当番の組でなくともより積極的に作業を手伝

う。この慣習部落は、マヌカンとタンカスという２つの

親族集団（ダディア）がある。ダディア単位で火葬儀礼

をやるのはマヌカンだけである。

７―３ 寺院祭司（ジェロマンク）の合同火葬儀礼
（２０１６年８月２２日 新慣習村長（グヌンサリ・デサ部

落、１９７１年生）と慣習村の会計（グヌンサリ・デサ部

落、１９７０年生）を対象者とするインタビューによる）

次に、グヌンサリ・デサ部落で２０１６年６月に実施され

た合同火葬儀礼を概観する。この時は、冥界寺院の寺院

祭司の逝去に際して、慣習村が主催して埋葬儀礼と火葬

儀礼が同時に遂行された。葬送儀礼の費用は、２つの慣

習部落のメンバーの寄付金である。この時の寄付金は、

計４０００万ルピア集金された。合同火葬儀礼に参加する家

族を募ったところ、埋葬儀礼後にまだ火葬儀礼をしてい

ない５家族が参加を希望した。各家族１０００万ルピアの費

用を負担し、寄付金４０００万ルピアと各１０００万ルピア×５

で９０００万ルピアの盛大な火葬儀礼がおこなわれた。な

お、単独で火葬儀礼をしようとすると規模にもよるが平

均５０００万ルピアかかる。慣習村主催の合同火葬儀礼が、

火葬儀礼を単独の家族で遂行することが難しい貧困層の

扶助になっていることが分かる。

この時の合同火葬儀礼は準備作業９日間を含めて１０日

間かかった。①９日前から４日間、１日２グループが交

替での共同作業（ゴトンロヨン）、②４日前になると全

員参加の共同作業になり、５日間交替で用意された食事

をする。女性は供物の準備と食事づくりを担当し、男性

は埋葬場の清掃をする。③３日前は５人の火葬の準備を

した。遺体を掘り起こし、シンボルとしての土を持って

くる。④２日前は作業なしの休憩。⑤１日前は遺体のシ

ンボルを清める⑥火葬儀礼の本番当日は火葬と安置であ

る。

表３ グヌンサリ・デサ部落の葬式組（ルグ）

１組（北東） 屋敷地５＋新宅地５

２組（南東） 屋敷地４

３組（北西） 屋敷地５＋新宅地１

４組（南西） 屋敷地５＋新宅地１
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この時の合同火葬儀礼は、慣習村が共有する冥界寺院

の寺院祭司の火葬儀礼なので、慣習村が経済的費用を負

担している。だが、実際の共同作業は各部落のグループ

でおこなう。また、合同火葬儀礼に参加した５家族は、

すべてグヌンサリ・デサ部落のメンバーである。このこ

とは冥界寺院の寺院祭司が、グヌンサリ・デサ部落の屋

敷地のメンバーであることと関わっていよう。

なお近年バリ島では、このような慣習村が主催する寺

院祭司の合同火葬儀礼や部落内の親族集団（ダディア）

が主催する合同火葬儀礼とは違う、数年に１回、その間

に亡くなった人の火葬儀礼を、部落主催でまとめておこ

なう集団火葬儀礼が見られるようになった。このような

部落で一斉に火葬儀礼を実施する集団火葬儀礼を共同火

葬儀礼と呼び、部落の伝統的な共同性の復活であるかの

ように見なす見解がある。だが、このような部落主催の

集団火葬儀礼は、都市で働く出身者が農村に頻繁に帰省

することが難しくなった状況を背景に、帰省の回数を減

らすために部落で創案された新しいかたちの火葬儀礼で

ある（鏡味２００５、中谷２０１２: １０２―１０６）。このような

火葬儀礼の集団化は、遺族（家族）が主催し、慣習部落

の葬式組（ルグ）が輪番で葬送儀礼の作業を手伝う従来

の方式から見ると大きな転換である。

グヌンサリ慣習村の２つの慣習部落では、個々の家族

が主催する以外は、屋敷地単位かダディア単位である。

グヌンサリ・デサ部落のアダット長によると、今は屋敷

地単位でやるよりも個々の家族でやる人のほうが多いと

いうことである。個人や家族で考え方が異なり、盛大に

やりたい人もいれば、普通にやりたい人もいる。相談す

るブラフマナ祭司（プダンダ）が違うので吉日について

の考え方も違う。火葬儀礼を個人でやるか、屋敷地でま

とめてやるかに部落が関与することはない。火葬儀礼が

一番重要で一番労力が必要な儀礼であるが、家族が費用

を負担して、部落は労力を提供する。削歯儀礼（成人儀

礼）や生後３か月の儀礼や結婚儀礼や屋敷寺院の改装儀

礼など、すべての儀礼はアダットの活動とみなされる。

だが、今日、部落が作業の人手をだすのは葬送儀礼だけ

と語る。そうはいっても、個々の家族が自由に葬送儀礼

の日程を決められるわけではない。儀礼の日程について

は、慣習村の儀礼と重ねてはいけないし、埋葬場はグヌ

ンサリ・ウマカユ慣習部落と共同である。家族がブラフ

マナ祭司に相談して吉日を決めてもらい、アダット長に

相談する。アダット長から慣習村長に届ける。実施日が

決まると各葬式組（ルグ）に連絡がいくという手順で進

められる。

8．慣習村内の集団①慣習的治安維持団
（プチャラン）

８―１ グヌンサリ慣習村の慣習的治安維持団
慣習村内にある重要な集団としてプチャラン（Peca-

lang）といわれる慣習次元の治安維持団がある。ここで

は、プチャランを慣習的治安維持団と訳する。プチャラ

ンとは、「凝視し見守る者、監視する者」を意味するバ

リ語で、一般には、宗教的祭礼時のみ交通の整理や人の

誘導をおこなう。菱山（２０１７：４７―５１）は、アジアの通

貨危機後の島外からの移住者の増加や爆弾テロ後の治安

の悪化を背景に、スハルト体制期には宗教的祭礼時の役

割に限定されて規模や人員も縮小されていたプチャラン

が、軍や警察との協力も視野に入れながら不審なよそ者

（島外からの移住者）の取り締まりやインフォーマル・

セクターの排除を始めた状況を指摘する。筆者も宅地化

が進む州都デンパサール市の近郊農村プモガン村を調査

した際に、アジアの通貨危機後の島外からの移住者の増

加や爆弾テロ後の治安の悪化を背景に、島外からのムス

リムの一時滞在者の身分証をプチャランがチェックし、

身分証をもたない貧困な移住者から罰金を徴収して慣習

村や部落の収入にするケースを確認している（永野

２００８,２００９）。

グヌンサリ慣習村は、幹線道路からはずれた農業中心

の棚田村なので、島外からきた一時滞在のムスリムの移

住者は皆無で、州都周辺のような島外の移住者の取り締

まりや排斥はおこなわれていない。以下、プチャラン長

（１９６９年生、グヌンサリ・デサ部落、ダディア・タンカ

ス）のインタビューを中心に、グヌンサリ慣習村でのプ

チャランの役割をみていく（２０１６年８月時点）。

プチャラン長は慣習村の正規のメンバーである既婚男

子のなかから慣習村長の指名で選出される。結婚してい

ないとアダットと結ばれていないので、既婚男子に限ら

れると語る。本人は、グヌンサリ慣習村の出身ではな

く、ジャティルイ慣習村の東ジャティルイ部落の出身。

１９８４年高卒後、地元に戻って農業（水田）をしていた。

１９９１年に結婚して、グヌンサリ・デサ部落の山林の新宅

地（ポンドック）の婿になり、黒砂糖加工を習得した。

今は、農業（水田）と大工のアシスタントもしている。

１９９４年にプチャランに就任する。２０１６年８月まで慣習村

長は４人交代（１人目グヌンサリ・ウマカユ部落、２人

目グヌンサリ・デサ部落、３人目グヌンサリ・ウマカユ

部落、４人目グヌンサリ・デサ部落）したが、この間２０

年間プチャランを続けている。２人目の慣習村長の指名

30 永野由紀子



でプチャラン長に就任する。以来、慣習村長は２人交代

し、何回もやめたいと申し出たが、代わりの人がいない

と頼まれて留任している。

プチャランは慣習村の３つの行政部落から各５人計１５

人いる。２０１０年以前は、慣習次元でも行政次元でも部落

は２つだったので、各５人×２部落で計１０名だった。グ

ヌンサリ・ウマカユ部落が２つの行政部落に分かれた

２０１０年以降は、各５人×３部落で計１５名になった。「活

動的メンバーでないとプチャランの仕事はできないし、

ンガヤ（奉仕）の精神をもたないとなれない」と語る。

このため１５人のうち１１人は農民で、兼業で大工、農産物

仲買、養鶏をしている。他に、村内のレストラン警備

員、警察官（プヌブル郡）、軍人（プヌブル郡）、村役場

職員が各１人である。全員３０代４０代の既婚男子で、最年

少は３０代前半、最年長はプチャラン長本人で当時４７才で

ある。

一番重要なプチャランの仕事は、３つの寺院の周年祭

（オダラン）の時の交通整理である。人が多いし、交通

も混乱する。境内に入る人数を制限したり、並ばせて順

番にお祈りをさせたりする。人の出入りを調整し、混雑

しないようにする。お布施を集めて箱に入れて、周年祭

の翌日に金額を確認して慣習村の会計に渡す。火葬儀礼

の時は交通整理が主で他の仕事はない。埋葬儀礼は交通

整理がいらないので、慣習部落の一員として共同作業に

参加する。亡くなった人と同じ葬式組の時は、当番制の

共同作業で穴を掘り、埋葬する。安置は簡単なので家

族・親族だけでやる。誕生祝や削歯儀礼（成人式）や結

婚式といった通過儀礼の際はプチャランの仕事はない。

リクエストがあったら仕事をするが、お金ではなく料理

（ごはんとおかず）をもってきてもらう。静寂の日

（ニュピ）は巡視と治安の管理をする。巡視は自分の部

落を担当し、プチャラン長に報告がくる。午前と昼は２

―３人で交替し、夜は５人全員でまわる。平和で違反者

はほとんどいない。門を閉ざし、家のなかで静かにして

いる。服装チェックやかけ事など、プチャランの取り締

まりが必要なことは、この村にはない。

プチャランの役割は、バリ・ヒンドゥーの祭礼時の交

通整理や人の誘導にとどまらない。行方不明者の捜索や

救出、有事の際の避難の誘導や救出もありうる。登山や

畑に行って戻ってこない住民の捜索や救出の仕事もあ

る。人の命にかかわることなので時刻と関わりなく見つ

けるまで捜索する。先月の深夜１１時過ぎに電話があり、

家出した人の家族が心配していたので捜索したこともあ

る。その時は川の傍に座っている４０代男性をプチャラン

が見つけた。ゴトンロヨンの精神とは違うンガヤ

（Ngayha）の精神がないとできない。

８―２ ジャティルイ行政村の行政的治安維持団
グヌンサリ慣習村では、慣習的治安維持団（プチャラ

ン）と行政的治安維持団（ハンシップ）のメンバーが同

一である。ハンシップ（HANSHIP）とは、スハルト体

制期の１９８２年に中央集権機構の末端に設置された行政

（ディナス）次元の治安維持団である。

ジャティルイ村の行政的治安維持団（ハンシップ）の

活動内容は、選挙（大統領選、州知事選、県知事選、行

政村長選、国会議員や地方議員の選挙）の管理（会場準

備、警備、二重投票のチェック、投票数のチェック、投

票箱の搬送など）および州知事や県知事訪問時の警備で

ある。

慣習的治安維持団（プチャラン）の役割を遂行すると

きは、白黒市松模様の腰布をまとい短剣を腰に差した伝

統的な装束を身に着ける。行政的治安維持団（ハンシッ

プ）の役割を遂行するときは、行政村長から支給された

制服を着る。ハンシップの仕事は、プチャランと違い日

当が支給される。大統領選は４日間で４５万ルピアなの

で、仕事は大変だが収入は良い。ハンシップとしての仕

事は行政村なので、２つの慣習村が関わっており、隣の

ジャティルイ慣習村のプチャラン長との打ち合わせも必

要である。ハンシップとプチャランを兼ねているのは、

本人の知る限り普通のことである。

８―３ ンガヤの精神と世界遺産登録に伴う変化
慣習的治安維持団の活動を、ゴトンロヨンというイン

ドネシア語と区別して、ンガヤというバリ語で説明して

いることが印象的だった。ンガヤは、神々や祖霊や自然

といった上位の相手に対する無償の奉仕活動を意味す

る。相互扶助や共同作業と訳されることが多いゴトンロ

ヨンに対して、バリ・ヒンドゥーのアダット次元の活動

の精神が語られる。

だが、世界遺産に登録されて、観光客が激増するなか

で、プチャランの仕事も急速に変質している。プチャラ

ンが伝統的な装束を着てトレッキング・コースの入り口

で入場料を徴収したり、駐車場の交通整理をしたりして

日当を得るようになった。また、観光客が迷子や行方不

明になった時の捜索などの仕事が加わり、人数が必要な

時は２つの慣習村のプチャラン各５人×８部落＝計４０

（３５）人で捜索する時もある。

このように、近年のジャティルイ村にある２つの慣習
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村のプチャランの仕事は祭礼時の交通整理やニュピの見

回りにとどまらず、行政村の治安やガードマンの仕事に

加え、観光収入の管理や観光客に関連する仕事が加わる

など、大きく変容している。これによって、慣習村の免

除職（名誉職）としての無償の奉仕活動に、謝金や日当

を支払われるハンシップの仕事と観光関連の有償の仕事

が重ねられるようになった。

9．慣習村内の組織②婦人会

１）行政村内の婦人会（PKK）

ジャティルイ行政村にも、スハルト体制期にインドネ

シア国家の末端の行政村におかれた日本の婦人会にあた

る PKK（ペーカーカー：家族福祉エンパワーメント）

が設置されている（斎藤：２００９）。ポスト・スハルト期

にあって、PKKは、スハルト期と同様にインドネシア

政府の行政機構における州・県・郡・村の各次元で州知

事・県知事・郡長；村長の夫人が会長になって活動を展

開している。

以下は、２００９年６月時点のジャティルイ行政村長（１９６８

年生、当時４１才）の妻で PKK長（１９６８年生、当時４１

才、大卒）およびグヌンサリ・デサ部落の PKKのメン

バー（１９７８年生、３１才）のヒアリングによる。

PKK長はジャティルイのプスケスマス（保健所 Pus-

kesmas）に勤務する村で唯一の助産師である。１９８８年

に看護学校を卒業し、助産師としてデンパサール市の病

院に２年間勤務した後、ジャティルイ村のプスケスマス

で働いていた。１９９４年に結婚し、翌１９９５年から自宅のあ

る屋敷地内の診療所で妊婦の出産を介助している。夫が

２００２年に行政村長に当選したので PKK長になり、５年

任期で２期目の途中である。PKK（婦人会）のメンバー

は、PKK長の指名で就任する。リーダーを含めて各部

落５人のメンバーがおり、部落７つで計３５人（２０１０年か

ら４０人）がメンバーである。

グヌンサリ・デサ部落の PKKは、リーダーも含めて

５人全員が同年代の同級生か、その友人。全員３０代で４０

代はいない。本人は、夫（１９７８年、３１才、養鶏場勤務）

と同じグヌンサリ・デサ村の別の屋敷地の出身。夫（養

鶏場勤務）とは小学校から高校までのクラスメイト。子

供は２人で長男（８才）と長女（１歳未満）。長女が生

まれるまで夫と同じ養鶏所に勤めていたが、長女出産時

にやめて、農業と養豚と家事。PKKの活動は、１）ア

リサン（頼母子講）と２）母子保健グループ（ポスヤン

ドゥ Posyandu）の活動と３）体操である。アリサン

は、毎月１４日に寄付金各２万５千ルピアを４０人が持ち寄

り、１回２人当選する。当選者は１人５０万ルピアもら

え、何に使うかは自由で台所用品や祭日の小遣銭にして

いる。ポスヤンドゥは、毎月１７日の朝８時から１０時まで

の活動で、５歳未満の乳幼児の予防接種や体重・身長測

定をする。グヌンサリ慣習村の集会所で、２つの慣習部

落の PKK１０人のうち４人ずつ交代で当番し、大豆のお

かゆとゆで卵を準備する。体操は、毎週日曜夕方４０人の

PKK全員が集まる。この３つの活動は、インドネシア

の婦人会の活動として、バリ州に限らず一般的で、村落

でも町でも変わりない。ジャティルイ村では、アダット

の活動が盛んなので、PKKのようなディナスの活動は

盛んではないとのことである。

２）慣習村内の既婚女性の活動

慣習村内のアダット次元の女性の集まりについて慣習

村長に尋ねると、既婚女性のアダットの活動に固有の名

称がないので、この村ではアダットの活動も含めて官製

団体である婦人会の名前を借りて PKKと呼んでいると

のことである。既婚女性の役割は、祭礼でも葬送儀礼で

も供物の準備である。起源の寺院と村の寺院の定期祭礼

（オダラン）の準備の時に既婚女性は集まるが、夫婦が

単位なので特に既婚女性だけの集会があるわけではない

し、婦人会長がいるわけでもない。供物づくりを指導す

るのは、寺院祭司（ジェロマンク）のアシスタントなの

で、供物についての女性のリーダーがいるわけではな

い。一組の既婚夫婦を正規のメンバーとする慣習村と部

落のなかに、既婚男性だけの組織がないのと同様、既婚

女性の組織があるわけではない。

10．慣習村内の組織③青年団

未婚男女が属する組織も、①行政（デサ）次元の「青

年団（Karang Taruna）」と②慣習次元の「青年団（ス

カ・トゥルナ・トゥルニ Seka Truna Truni）」がある。

行政次元の青年団は、婦人会と同様、スハルト体制期の

行政機構の末端に据えられた官製組織で、インドネシア

語である。慣習次元の青年組織は、未婚男子と未婚女子

の集団（スカ）を表すバリ語である。

以下は、グヌンサリ・ウマカユ部落の青年団のメン

バー（１９８８年生、２３才、大卒、グヌンサリ慣習村内の

ジャティルイ第二小学校の非常勤講師）のヒアリングに

よるものである（２０１１年９月時点）。

慣習的青年組織のメンバーは、中学２年から結婚する

までの未婚男女である。未婚であれば３０代でも４０代でも

参加できるが、女性は３０代、男性は４０代になると参加し
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づらくなり、活動にでてこなくなる。既婚者は脱退す

る。（１）グヌンサリ慣習村の青年組織のメンバーは約１５０

人で、女性より男性のほうが多い。女性は結婚するのが

早いからとのことである。（２）グヌンサリ・ウマカユ部

落の青年組織のメンバーは約４０人で男性約２５人に女性約

１５人である。役職は、会長（１９８５年生、男性、大卒、デ

ンパサール在住、バイク販売会社勤務）、秘書（１９８９年

生、男性、シンガラジャにある大学生）、会計（１９８９年

生、女性、高卒）の三役である。任期は５年。役職者も

含めて村外で働くメンバーが多いので、半分以上は村に

いない。村にいるのは中学生と高校生と中卒か高卒で農

業している若者。

主な活動は、�）１ヵ月に１回（第１週の日曜）の道

路の清掃である。男性は草刈りとゴミ運び。女性は箒で

の清掃とゴミ集めをする。�）火葬儀礼や埋葬儀礼、結

婚儀礼や慣習村の寺院の定期祭礼（オダラン）はじめ各

種の祭礼の準備の手伝いである。�）は出席をとり、３

回連続で欠席の場合は１万ルピア払う。村外メンバーが

多いので、ペナルティ料金を支払う人は毎回１０名程度い

る。観光業やサービス業で日曜に参加できないやむをえ

ない理由がある人である。３回連続で無断欠席した場

合、本人が儀礼をやろうとしても青年組織は一切参加し

ない。そういう人は今まで一人もいなかった。�）は義

務ではなく、気持ちの問題なので出席をとらない。男女

どちらも婦人会の指示で準備作業を手伝う。未婚男性は

供物を会場まで運び、入れ物を作る。未婚女性はお茶や

飲料を配る。葬送儀礼の際は、未婚男子は葬式組の組長

（連絡係）の指示、未婚女子は組長の妻の指示にしたが

う。慣習村は大きいので、身近な儀礼は部落単位で行

う。子供のころからお互いに見知っている間柄で部落の

ほうが身近で重要。

以下、グヌンサリ・デサ部落の青年組織の活動は、婦

人会のメンバーの女性のヒアリングによる（２００９年９月

時点）。

グヌンサリ・デサ部落の青年組織（Seka Truna Truni

（未婚男子・未婚女子）のメンバーは７０人程度で、メン

バーの結婚式の準備（お茶、お菓子、飾りつけ）や寺院

の儀礼の準備を手伝う。それ以外に、ガルンガン（祖霊

が地上に帰ってくるバリ・ヒンドゥー最大の祭礼日）の

時は、慣習部落の集会所でバザールをしている。青年組

織は、未婚男女の恋愛や交際の場所になっている。実

際、慣習部落内の結婚のきっかけとして、青年組織での

活動はよく耳にする。

おわりに

タバナン県ジャティルイ行政村にあるグヌンサリ慣習

村の２つの部落（バンジャール）を事例に、ポスト・ス

ハルト期のバリ・ヒンドゥーの近隣集団の特質について

考察してきた。スハルト体制崩壊後の分権化のなかで、

バリ・ヒンドゥー村落の多元的集団構成は大きく変容し

ていた。今日では、行政次元の村の組織や活動に慣習的

要素が組み込まれ、慣習次元の村や部落の活動に行政的

要素が組み込まれていた。

さらに、生活の基盤が現金収入になり、村外メンバー

が増えたことで、バリ・ヒンドゥーの村の生活は大きく

変容している。世界遺産の登録が村や住民にもたらす観

光収入の増大は、こうした傾向に拍車をかける。しか

し、儀礼や祭礼がバリ・ヒンドゥーの村落生活の中心で

あることは変わらない。儀礼や祭礼のための現金の支出

がより大きくなり、それをまかなうための現金収入の必

要性が、いっそう深く生活のすみずみまで浸透してい

る。本稿の考察からは、こうした変化と同時に、今日で

もなお部落（バンジャール）が、親族関係が重層する凝

集力の強いバリ・ヒンドゥー固有の近隣集団であること

が明らかにされた。バリ・ヒンドゥーの慣習部落は、ダ

ディア（屋敷地連合）や屋敷地共住集団という父系的な

親族集団と、部落内の婚姻とが多いため、父方・母方双

方の親族結合が重層している。これらを包摂しつつも、

部落は、葬送儀礼を中心に、通過儀礼と寺院の祭礼のた

めのバリ・ヒンドゥー固有の近隣居住の相互扶助組織と

して今日でも機能している。

注
１）２００１年に制定された州条例によって、慣習村の呼び名が

デサ・アダットからデサ・パクラマンに変更された。それ

ゆえ、ポスト・スハルト期の慣習村の呼称は、デサ・パク

ラマカンである。だが、村（デサ）を行政（ディナス）と

慣習（アダット）の二元性で捉えるため、本稿では慣習村

をデサ・アダットと記述する。

２）スハルト体制期の観光地化の中で、バリの慣習村や水利

組合や青年団や婦人会のコンテストが開催され、慣習法も

審査対象になった。このため成文化された画一化された条

文の文書が行政村で保管されている。慣習法は、本来、口

頭で伝承されるものであり、状況変化に応じて合意形成の

うえで変えられる弾力的な性格をもつ。

３）慣習（アダット）と行政（ディナス）の二元性は、バ

リ・ヒンドゥーにだけ認められる特徴ではない。多民族国

家インドネシアのなかで、ジャワ文化と異なる文化や宗教

をもつ民族にあっては、慣習（アダット）が強調される。
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バリ・ヒンドゥーのアダットは、インドネシアにあっては

マイノリティであるが、インドネシア行政機構のなかでひ

とつの独立した州と位置づけられたバリ州＝バリ島内では

マジョリティである。

４）キャロル・ウォレンは、慣習村と部落の関係を、優劣や

聖俗でとらえる通説を批判し、部落（バンジャール）は、

慣習村の実際的な執行者であり、事実上は慣習村として動

いているという意味で、慣習村の制度的表出であり、慣習

村が顕現したものと述べている（Warren１９９３：２１―２２）。

５）グヌンサリ慣習部落の山林の宅地（新屋敷地）について

は、永野（２０２２）参照。

６）称号集団ブジャンガについては、永渕（２００５：３９８,４１５

―４１８）参照。

７）タンカスは、出自の屋敷地にある大きな屋敷寺院を起源

の寺院として共有する親族集団で、屋敷地の外にダディア

寺院をもたないため、厳密な意味ではダディアではないと

いうメンバーもいる。

８）鏡味は、ギアニャール県ボナ慣習村のひとつの部落を事

例に、１９８２年時点と１９９１年時点の部落内の婚姻率を比較し

ている（２０００：３５）。それによると、１９８２年の慣習村内の

婚姻は全婚姻中の７５％、慣習部落内の婚姻は６２％である。

村外からの婚入者が増えた１９９１年時点でも慣習村内７２％、

部落内５７％である。今日でもバリ・ヒンドゥーの通婚圏は

出身部落内が多く、慣習村内の婚姻がそれに次いでいる。

９）バリ社会の男女の役割について、相互補完的か差別的か

という議論がある。中谷は、ジェンダーに基づく区別以外

に階層や年齢や出生順による差異化があることを指摘し、

「バリ社会で、役割の区別があることがただちに男女の地

位の差に結びつくとは考えていない」とする。そのうえ

で、出自や称号や財産の継承をめぐる父系制の原則や結婚

後の住まいが夫方居住に定められているために、女性が不

利な状況におかれ、しばしば多くの苦難を味わってきた問

題を指摘している（中谷２００３：５３―６３）。

１０）グヌンサリ・ウマカユ部落の屋敷地①については、永野

（２０２２）で詳しく論じている。

１１）バリ島外のバリ人ヒンドゥー教徒の火葬儀礼の不便を補

うために、首都ジャカルタで形成されたヒンドゥー寺院と

バンジャールについては、鏡味（２００５,２０１２）を参照。

１２）近年では行政上の住民登録している州都デンパサールの

慣習部落のメンバーになり、葬送儀礼をするケースもでて

きている（中谷１０６―１０８）。
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